
第５回 北沢地域ー１

障害のある方
寝たきりの方

みんな一緒
なんだよと

思ってもらえる
空間づくりや

活動（イベント）

→みんなが普通に一緒にいる
という空間を実現したい

仕切りのない
中で、

どう使いあうか

互いに尊重
して

譲り合って
使えるか？

運営

例えば
夜の戸締り
→どうやる？
→誰がやる？

ルール
問題が起き
ないように
厳しく

より多くの人が
集まり、

活発な動きが
生まれる

どんどん発展
させていく

飲食
若い人たちの
交流には
大事！

→問題が起き
たら解決する

ルールは
最初から
ガチガチに
しない

ただ、ホールで
騒がれる
と困る…

きっちりする部分
そうでない部分
で考える

けやきネット
→会場が
なかなか
とれない

区民会館

安価でどんな
団体でも使える

と良い

若者が
集まる！

参加しやすい！

お酒はNGかも
お菓子とか
ジュースとか

お母さんたち
も来てくれる

ペットとか
どこまで可
なのか

保護猫活動
とか

ピロティでやるに
しても、ルールで
きちんと決めて
おく必要があ

屋台とか
キッチンカーも
欲しい

世田谷
区民会館
まつりとか
やれるのでは

ここもなるべく
自由に！
飲食可に
して欲しい

青少年交流
センターでの
おまつりを

区役所でやって
も良いのでは

一体的な運営
組織はぜひ
つくってほしい

協働・コラボ
↓

誰が？
具体的に！

NPOは
たくさんある
お互いを
知らない

区が間に
介入して
欲しい

みんなが
困っていること

（趣味、子育て、
介護）

区がカバー
していくことは
できないか 障害者も

介護者も
楽しめるような

空間

区民交流スペース

みんなが
使えないと
いけない

最初は
ある程度

ゆるく、自由に
賑やかなイベント

静かに勉強

「自由に、誰でも」というコンセプト

→行政としては
こちらを取りがち
だと思うが… 例えば…

区の施設で
イベントを
やる際には
制約が多い

車いすや
点滴、

ストレッチャー
など

大人数が
入れる場所
がない

時間や日にちが
あわない…

世田谷の
市民活動を
「見せる」場所

もう少し広い
スペースで、

色んな人や物が
入りやすいと良い

区民交流室

広場・ピロティ

区に組織を
作って欲しい

施設全体方針、
その他

備品、レイアウト、
空間の使い方や
過ごし方

利用ルール
支援体制、
区民参加、
つなぎ役

活動内容



第５回 北沢地域ー２

演奏会等の
レイアウト

歩きながら
見られるなど
様々な
パターン

小ホールの
代わりとして
区民交流
スペース

通りすがりの
人とお金を
払っている人
を区別

利用団体の
交流会
があった

・団体同士の
交流

・区との協働

「つなぐ人」
の人材育成
も大事

地域課題を
コーディネータ
が把握

外国の方
への

サポート体制
周りの人々が
コーディネート

機能

市民活動団体
の検索機能が
あるといい！

区HPに
施設の

イベント情報

１人1人の
ニーズにあった
使い方
時間設定

１人で
のんびりできる
スペースや
備品

ふらっと行ける
オープンな場に

交通の便の
悪さを解消
×踏切
×坂道

交通機関を
もっと充実
させる

何かやってる
何かある
がないと
区役所には
行かないかも…

トライアンドエラー
色々な手法を
検証していく
ことが重要

予約の方法
インターネットで
すべて完結！
24時間！

利用時間
は１時間
刻み

抽選（予約）
の枠の拡充

団体登録なしで
会議室利用！
空いていれば

利用可とするなど

演者側としては
謝金の流れ
も気になる

楽器体験会
→開演前に
開催する
方法もある

区民と区を
つなぐ

コーディネート
する役割

パブリック
シアターは
規模が大きく
全国向け

地域の
区民会館
としての
存在意義

区との協働で
利用者と一緒
に考えていく
組織

施設の使い方
がモデルケース
として広がって
いくと良い

テーマ毎に
雰囲気が
分かれている

例：蔦屋家電（二子玉川）

ゆったりできる
スペース

ただし有料の場合…

営利活動は
あまり制限
しなくても良い
のでは

それぞれの
特技を生かした
コンテンツ

区民交流スペース

区民会館

施設全体方針、
その他

備品、レイアウト、
空間の使い方や
過ごし方

利用ルール
支援体制、
区民参加、
つなぎ役

活動内容



第５回 北沢地域ー３

手づくり感は
大事にしたい

区内の商店街
を紹介する
マルシェ

世田谷線が
あり

大学も近い

お１人で使う
スペースとを
分けると良い

予約していない
のに慣習的・
実体的に
占有状態に
なっている

世田谷区民が
心地よくなれる
→世田谷区民
に限らない

けやきネットの
ようなネット
予約は継続
して欲しい

動画配信、
インスタ発信

専門スタッフが
いれば老人
ホームでも
配信できる

技術的課題
↓

デジタルに強い
スタッフが必要

ライブ配信

積極的に
こちらから
情報を発信

単身世帯や
入れ替わりも多い
から発信力を
高めることが大事

民間の力を
入れていっても

良い

ボランティア
ネットワークの

活用

しゃべりたい
話したい
と思っている

人が多いのでは

みんなで
話せるような
企画がある
と良い

イベント情報を
もっと発信
できる仕組み
が欲しい

展示用のパネル
などを飾れる
レールやフックが

欲しい

写生画や
活動報告
などを飾る

少人数での
会議スペース

ちょこっとだけ
話したい…

喋ってもOkな
スペース

静かに過ごせる
スペース飲食OKな

ゾーンとか

分ける

みんな使って
良いが、目的に
応じた使い方が
できるように
エリアを分ける

占有もできる
スペースが
あると良い

現状を分析し
対策が必要

リアルの参加
だけでなく
バーチャル・
VRの活用

→魅力的だと
フォロワーが増える

別の施設から
区役所でやって
いるイベントが
画面で見られる

世田谷区の
情報がすべて
網羅されている
コンテンツ

QRコードで
読み取れる

世田谷区は
広いから

一極集中型は
難しいのでは

使ってみて
施設の良さが
分かる

→それを発信
してもらう

アクセスも
悪い

この施設にしか
ない魅力的な
コンテンツを

発信しなければ

区民か
そうでないか

期間限定の
通信販売

トレンドが
作れる

発信力がある

企業にとって
マイナス面が
あると活動が
阻まれる

本当は魅力
があり、発信
するコンテンツ
がたくさんある

差はつけても
良いが、区外
の人にも来て
もらえる魅力を

コンサルや
プロデューサーについて

エフエム世田谷
との連携

施設全体方針、
その他

備品、レイアウト、
空間の使い方や
過ごし方

利用ルール
支援体制、
区民参加、
つなぎ役

活動内容
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